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エグゼクティブサマリー

売上収益

502百万円
+45%↗
（前年同期比）

売上総利益

178百万円
+67%↗
（前年同期比）

営業利益

49百万円
+5641%↗

（前年同期比）

売上収益進捗率（対業績予想）

23%
営業利益進捗率（対業績予想）

24%

・2021年12月23日に東京証券取引所マザーズ市場に上場。
・売上収益は、前年同期比+45%、主要サービスであるストックサービスの売上収益は前年同期比+64%。
・営業利益は、上場関連費用9百万円を計上したものの、前第1四半期の1百万円から当第1四半期の49百万円に増加
  （前年同期比+48百万円、+5,641%）。
・重要KPIのストックサービス数は、前年度実績57件から当第1四半期64件となり、当年度計画67件に向けて順調に積み上げ。
・自己資本比率は、2021年9月期末の43%から当第1四半期末に70％となり、大幅に改善。

2022年9月期第1四半期の総括
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2022年9月期業績予想に対する進捗率

エグゼクティブサマリー

売上収益

営業利益

売上総利益

税引前利益

当期利益

502

49

178

50

42

第1四半期

進捗率

第3四半期 第4四半期第2四半期

23%

22%

24%

27%

25%

25% 50% 75% 100%

2,225

795

201

190

167

0%

業績予想

（単位：百万円）
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第1四半期のトピックス
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第1四半期のトピックス

９件

新規受注顧客

他5件

新規ストックサービス数  
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・第1四半期の新規ストックサービス数は、順調に増加。　　



第1四半期のトピックス
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【サービス内容】

人材紹介会社、派遣会社を通さずに、自社の条件や要件に合った外国人求職者へ

直接アプローチできる外国人材の採用マッチングプラットフォーム。

【クライアント課題 / 要望】

・外国人材の採用は、求人ポータル形式や人材紹介会社を通して行われるケースが

　多く、互いにコミュニケーションが困難なため、外国人求職者と企業側のミス

　マッチが起こるケースがあることが課題。

・今回構築する採用マッチングプラットフォームを介することで、外国人求職者と

　直接コミュニケーションを取れるようになり、ミスマッチを減らして企業の外国

　人材受入れを促進することが要望。

【当社ご提案】

・ストックサービス

・ターゲット層であるベトナム人視点の UI / UX設計から保守改修までワンストップ

　でのハイブリッド型サービスの提供。

Web

新規開発：４ヶ月 / 　28.8人月

活用開発言語：Python (FastAPI), VueJS

アジャイルスクラム ウォーターフォール

Works：株式会社リフト



当社の新規上場は、ベトナム国内でも多数のメディアに掲載されており、当社は今後も日本、ベトナム両国からの注目と信頼に応えられるよう
事業拡大を推進。

当社ニュースリリース：https://hybrid-technologies.co.jp/211224-2/
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・当社が東京証券取引所マザーズに上場したことについて、駐日ベトナム社会主義共和国特命全権大使であるヴー・ホン・ナム
　氏より、お祝いのメッセージを頂く。

第1四半期のトピックス



2022年9月期（第1四半期）
決算概要
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決算概要

2021年9月期
第1四半期

2022年9月期
第1四半期 前年

同期比

業績予想

金額 売上高比率 金額 売上高比率 金額 進捗率

売上収益 346 - 502 - +45% 2,225 23%

売上総利益 107 31% 178 36% +67% 795 22%

営業利益 1 0% 49 10% +5,641% 201 24%

税引前利益 △4 - 50 10% - 190 27%

当期利益 △5 - 42 8% - 167 25%

（単位：百万円）
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・売上収益は前年同期比+45%増と高い成長を記録。
・当第1四半期に上場関連費用9百万円を計上したものの、営業利益（+48百万円）、当期利益（+47百万円）ともに大幅な増加。
・売上収益、各段階利益は業績予想に沿って順調に進捗。
・売上収益の増加に伴い、固定費率が低下し、売上総利益率、営業利益率は改善。



売上収益

・売上収益は、前年同期比+45%増、主要サービスであるストックサービスの売上収益は前年同期比+64%増。
・ストックサービス売上収益比率は、前年同期86％から当第1四半期97％に増加し、より安定的な収益基盤を構築。
・前第4四半期から当第1四半期にかけて、短期案件の一部が終了したものの、長期案件の獲得は計画通り進捗。

売上収益
ストックサービス売上収益　

※前年同期比
総売上収益に占める

ストックサービス売上収益比率
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（単位：百万円）

FY22.1Q

97%
（前年同期）

FY21.1Q

86%
297 320

410
484 486

FY21.1Q FY21.2Q FY21.3Q FY21.4Q FY22.1Q

20

40

80

49
77

42

23 17

0

+45%
+64%



営業利益

営業利益　+5641%
※前年同期比

（単位：百万円）

上場関連費用
9百万円を計上

・営業利益は、前年同期比+48百万円（+5,641%）の増加を実現。
・原価、販管費においては、事業規模の成長に伴い前年同期比で人件費が+49百万円増加、外注費が+21百万円増加した他、
　上場関連費用として9百万円を計上。

営業利益　+48百万円
※前年同期比

（単位：百万円）
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重要KPI推移
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・ストックサービス数は、前年度実績57件から当第1四半期64件と、当年度計画67件に向けて順調に積み上げ。
・ストックサービス単価は、前年度実績2,213千円から当第1四半期2,545千円と、当年度計画2,600千円に向けて順調に増加。

（単位：件）

新型コロナウイルス蔓延による
大型顧客の撤退、アサインメン
バーの減員

（単位：千円）

※ストックサービス数... 「月次ストックサービス数の年次合計÷12ヶ月」で算出した年次平均数。
第1四半期の実績は、「月次ストックサービス数の第1四半期合計÷3ヶ月」で算出。

※ストックサービス単価... 「年次のストックサービス売上÷月次ストックサービス数の年次合計」で算出した年次平均単
価。
第1四半期の実績は、「第1四半期のストックサービス売上÷月次ストックサービス数の第1四半
期合計」で算出。

ストックサービス数の推移 ストックサービス単価の推移



2022年9月期第1四半期 B/S及びC/F

B/S C/F
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・上場に伴う12億円の新株発行による収入の結果、第1四半期末の現金及び現金同等物残高は18億円となり、資金繰りは安定。
　今後の事業拡大を見据えた、人材の獲得及びマーケティング投資に順次、充当していく予定。
・自己資本比率は、2021年9月期末の43%から当第1四半期末に70％となり、大幅に改善。

（単位：百万円） （単位：百万円）

営業活動CF 109

投資活動CF △2

財務活動CF 1,175

現金及び現金同等物の増減額 1,282

現金及び現金同等物の期首残高 500

現金及び現金同等物に係る換算差額 5

現金及び現金同等物の1Q末残高 1,787

上場に伴う新株発行による
収入 1,176百万円

資本金 　845百万円
資本剰余金 　831百万円
利益剰余金 　103百万円
その他の構成要素　   　53百万円



ベトナムでの活動
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・市場動向や顧客の需要を反映した様々な開発言語、開発手法に対応。

・基本設計、詳細設計、テスト工程等、開発のプロセス毎の教育プログラムを設計。

・報連相やビジネスマナーをはじめ、日本の商習慣の理解を深めるプログラムを設置。

・開発技術だけでなく、対顧客の開発環境を想定し、国際基準※に準拠したセキュリティ教育を導入。

　※情報セキュリティマネジメントシステムの国際規格「ISO」,「ISMS（ISO/IEC27001）」

Talent Academy（自社内教育組織）の活動
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・2021年、ベトナム３拠点に自社内教育組織「Talent Academy」を設置。
・提携先の現地技術大学の新卒生を中心に、当社独自のカリキュラムと、実際の開発案件の経験を通して、開発技術、語学等の
　実践的な教育を施す。
・当社は若く優秀なIT人材を確保、育成しつつ、ベトナムIT人市場全体で活躍する人材に広く学習と経験の機会を提供。

　卒業生をそのまま自社で採用することにより、
　・中途採用よりもコストメリットに優れ、
　・自社顧客の需要傾向に合致するスキルを備えた、
　若手エンジニアの確保が可能。

ITキャリアを希望するベトナム人に広くスキルアップの機会を提供
することで、ベトナムIT市場全体の活性化に寄与。

Talent Academy教育プログラムの特徴

ベトナムに提供する価値当社のメリット



■ホーチミン
・ホーチミン市工科大学
　Vietnam National University Ho Chi Minh City University of Technology
・ホーチミン市自然科学大学
　Vietnam National University Ho Chi Minh City, University of Science
■ハノイ
・VNU University of Engineering and Technology
・ハノイ市工科大学
　Hanoi University of Science and Technology
■ダナン
・ズイタン大学
　Duy Tan University
・ダナン大学
　The University of Da Nang

Talent Academy（自社内教育組織）の活動
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・ベトナム３拠点でオフライン、オンラインに対応した研修を実施。
・総勢40名超の講師、メンターが、研修、開発案件の経験をサポートし、受講者のキャリアイメージの鮮明化を促進。
・今後も後述する産学連携体制の拡大と強化を通して、Talent Academyの規模拡大を継続。

総在籍数

88名※

2022年1月現在

提携大学　６校在籍者の概要

※Talent Academyを経て当社に在籍している人員の数（教育中の人数を含む）

OJT中
 (2.2%)

教育中
 (8.0%)

修了後案件アサイン中
 (89.8%)

講師、開発実務経験を有するメンター計44名



産学連携体制とベトナムIT人材の育成
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・2022年1月、当社ベトナム子会社であるHybrid Technologies Vietnam Co., Ltd.が、ダナン大学デジタルテクノロジー学部の
　学生に向けたセミナーを開催し、産学連携体制を強化。
・約70名の学生に対し、当社の技術者から開発実務や開発市場の動向等についての講習、人事部から当社の説明と提供できる
　キャリアパスを紹介。
・ベトナムIT人材市場における当社の認知度向上による優秀な人材の確保、並びにベトナムIT教育の一助となることを目的に、
　当社は今後も様々なイベントを通して提携大学との交流を拡大、深化する方針。



新型コロナウイルス感染症の影響を強く受けたホーチミン、ハノイの世帯への寄付
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・2021年9月20日、中秋節を前に新型コロナウイルス感染症の影響を受け、長期間収入がなくなった貧困世帯や自営業者を
　中心とした400世帯に対し、現地新聞社の協力のもと、1世帯あたり50万VND相当、総額2億VND相当の寄付を実施。
・当社事業の中核であり、日本の課題解決のパートナーになると信じるベトナムに対し、様々な支援を継続する予定。



成長戦略
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成長戦略
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・ストックサービス数拡大のために各獲得施策を強化。
・ストックサービス単価向上のために３つの施策を実施。

サービス設計、システム設計の上流工程の
強化をすることにより、

単価の高い人材をアサインして単価向上を図る

既存プロジェクトのサービス成長コミットによる
人員の追加で単価向上を図る

IPO後の認知拡大に伴い、
大企業との取引を狙うことで単価の向上を図る

単価向上施策ストックサービス数拡大戦略

1. 中堅・中小企業のマーケット拡大
2. 大企業へのアプローチ強化

獲得施策

既存顧客からの
流入強化

Webからの
流入強化

セールス体制の
強化

実績の蓄積



会社・事業の概要
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会社概要

社名

株式会社ハイブリッドテクノロジーズ
Hybrid Technologies Co., Ltd
〈連結子会社〉

Hybrid Technologies Vietnam Co., Ltd.

所在地

〈東京本社〉

  〒104-0033 東京都中央区新川2-22-1
  いちご新川ビル５F

〈連結子会社 /ベトナム〉

・ホーチミンDOBオフィス

  7F Dongnhan Office Building, 90 Nguyen Dinh Chieu 
  Street, Dakao Ward, District 1, Ho Chi Minh City

・ハノイCPオフィス

  12AF, Central Point,219 Trung Kinh Street,
  Cau Giay District, Ha Noi

・ダナンVPオフィス

  7‘Th floor, Vinh Trung Plaza 255-257 Hung Vuong 
  Street, Hai Chau 1 ward, Hai Chau District, Da Nang

設立年月日

2016年4月28日

資本金

従業員数

役員

845,193千円（2021年12月31日時点）

520名（2021年12月31日時点）

※100%子会社従業員含む

代表取締役社長 チャン  バン  ミン（TRAN VAN MINH）

取締役CFO 平川 和真

取締役 窪田 陽介

社外取締役 増山 雅美

社外取締役 衣笠 嘉展

常勤監査役 高田 英次

社外監査役 狐塚 利光

社外監査役 里見 剛

執行役員 新井 康太

執行役員 グエン   ヴ  ホイ（NGUYEN VU HOI）

執行役員 高村 亙
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当社が提供しているハイブリッド型サービスは、日本とベトナムのリソースを融合させ、ビジネスとテクノロジーの側面から顧客のDXを推進
する。

会社概要



サービス内容

※１　アジャイルスクラム開発　ビジネス機能にたいして開発機能を分解し、機能単位での要件定義・設計・実装・テストを行う「アジャイル開発」の中の代表的な手法の一つ。

　　　「達成すべき目標」や「実現すべき機能」をチーム内で共有を行い、チーム全体で開発を進める手法。その他、アジャイルカンバンなどのアジャイル開発手法がある。

※２　ウォーターフォール開発　コンピュータソフトウェアのシステムの開発手法。要件に従い、要件定義・設計・実装・テストを一連の流れで行う手法。

　　　主に、全行程での変更が少ない業務系のコピュータシステム向けの開発で用いられる。 25

顧客ニーズに沿って、準委任契約のストックサービスと請負契約のフローサービスを提供。
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事業の強み：開発力

最新のフレームワークを活用して繰り返し磨き上げてきた開発プロセスの仕組みと、累積290社超のプロダクト開発に
携わってきたノウハウの持ち合わせはユニークな点。



事業の強み：一気通貫体制
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ハイブリッド型サービスでは、日本側が中心となり顧客のサービス設計、システム設計の上流工程を担い、
ベトナム側のエンジニアリソースと連携することで顧客サービスの上流から下流工程に至る一連のサービスを提供
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事業の強み：リソース力

ベトナムにおける当社の知名度は、日系企業として最高位。
また既に開発経験者の候補リストを2万人以上保有しており、必要リソースを適時に準備できる仕組みを保持。
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事業の強み：品質管理体制

世界的標準規格に則った品質管理体制に加えて、テスト自動化や品質状況のリアルタイム可視化を行い、高い品質管理を実現。
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市場環境

中堅・中小企業の実績を元に、大企業へのアプローチを強化できると、2030年には３兆円規模の市場規模への参入が可能。
大企業へのアプローチは、新規ビジネスへの投資部分にて、強化を狙う。
（※新規ビジネスへの投資予算は国内IT投資の中で2019年：22.5%が2021年：33.7%へ拡大する見込み）



・本資料は、当社の業界動向及び事業内容について、当社による現時点における予定、推定、見込み又は予想に基づい

　た将来展望についても言及しております。

・これらの将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在します。既に知られたもしくは未だに知ら

　れていないリスク、不確実性その他の要因が、将来の展望に関する表明に含まれる内容と異なる結果を引き起こす可

　能性がございます。

・当社の実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されている将来展望と異なる場合がございます。

・本資料における将来展望に関する表明は、利用可能な情報に基づいて当社によりなされたものであり、将来の出来事

　や状況を反映して、将来展望に関するいかなる表明の記載も更新し、変更するものではございません。

株式会社ハイブリッドテクノロジーズ
〒104-0033 東京都中央区新川2-22-1 いちご新川ビル5Ｆ
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